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はじめにお読みください

100人委員会は委員の皆様が主人公です

本日より，いよいよ本格的な議論がスタートいたします。まっ
たく白紙からの議論のスタートです。主役は委員の皆様です。こ
の時間が有意義になるか，ならないかは委員一人一人の行動
にかかっていると思います。もちろん貴方もその委員のお一人。
積極的に有意義な時間を作っていきましょう。

大人数の知恵を結集する会議手法

今回委員会の運営を考えるにあたりこの市民主体の委員会
運営にふさわしい手法としてオープン・スペース・テクノロジーと
いう手法をアレンジして会議を運営しております。ぜひ，その魅
力を味わってください。成功の要因はリラックスと委員の皆様の
主体性です。

進化する委員会に向けて

同時に，まちづくりにこの手法が使われるのはまだ日本では

珍しいケースでもあります。是非，改善案も含めて京都にしかな
い会議のやり方を生み出し，進化する委員会にしていきましょう。



※これ以降はラウンドが

始まってからお読みください。



今日の時間を有意義に
過ごすために

• オープンスペーステクノロジーの
ポイント☆

• 流れの確認

• 会場にあるものはすべて
自由に使えます。

• 議論の進め方のヒント

• 議長（議題の発表者）になった
みなさまへ



オープンスペーステクノロジーの

ポイント☆



流れの確認

自分ごととして情熱をかけられる議題・
問いかけを投げましょう

自分が参加したいグループに登録して
みましょう
※グループは途中ハチになって移動す
ることができます。

ラウンドは二回あります。好きなグルー
プに入って議論を進めてください。

休憩時間に限らず，自由に休憩は取っ
てください。チョウとなりラウンドに入らな
い時間を作るのも自由です。

途中，会議のレポートが『会議速報』の
コーナーに張り出されます。共有タイム
で聞きたい議題があればシールで投票
しましょう。またコメントなどがあれば付
箋を張り付けてください。
※投票は共有タイムで発表するための
もので今後の流れとは関係ありません。

投票で選ばれた各ラウンド2組，計4組
に5分の発表をおこなってもらいます。

投
票

第三回も基本的に同じやり方で進めていく予定です。



会場の使い方

より有意義に過ごしていただくために，会場にはたくさんの仕掛けが用意し
てあります。活用して有意義な時間を作っていきましょう。



議論の進め方のヒント

議論はご自由に進めて結構です。このシートは

議論を効果的に進めるためのヒントです。

＜進め方の例＞

 議題を出したリーダーが，その議題をあげた背景や意図を簡単に話します。

例：「では，議題を掲げた私から，議題を出した背景や意図を話します。」

 つぎに，参加メンバーが，この議題に参加した背景を簡潔に話します。

例：「では，皆さんはどうしてこのセッションに関心をもって参加したか，順番にお聞かせいただけますか？」

 最初は，この議題に関わる事実や体験をもっている人に，数分で語ってもらいます。他の人

は一生懸命に耳を傾けて聴くようにしてください。途中でさえぎって自分の話しをしたり，批判

や断定をしないようにしましょう。

例：「この議題に関して，なにか体験や事実を知っている人がいたらストーリーを皆さんに簡単に共有してくれ

ませんか？」

 議題に関して，オープンに意見交換をしてください。

例：「それでは，これから自由に話し合いをしていきたいと思います。」

例：「まず，探求したいことや検討したいことを質問に表すとしたら，どんな質問になりますか？」

例：「どの質問から話し合っていきましょうか。重要度の高い質問はどれですか？」

 話し合いをまとめます。

例：「いままでの話し合いでのキーワードはなんでしたか？」

例： 「皆さんの共通の想いはどのようなことでしょうか？」

例： 「何をすることがもっとも大切なことでしょうか？」

例： 「これらを一つの文章に短くまとめると，どのような

文章になりますか？」



議長になった方へ

• はじめるまえに
– リーダーの方は，ほかの人が参加しやすいように，ス

ケッチブックの紙にテーマを書いて，見やすいところに
置いていただけるとわかりやすくなります。

– それから，ぜひハチの方が参加しやすいように，余分
の椅子を置いておいてください。

• 進め方に関して

– 議事録の進め方をヒントに会議を進めてください。

• レポートに関して

– 会議の終わりにはグループのメンバーでレポートを作
成してください。

– 会議終了後すぐに『会議速報』のコーナーに行き，レ
ポートを張り出してください。

– もしも話し合いが長引いて時間がなくなった場合でも，
セッションのテーマと参加人数と結論の一文だけでも結
構ですから，必ず貼りだして登録してください。

議題の発表者は以下の点をご理解の上，議論を進めていってください



メモ 議論のメモ，気付き，アイデアなど，ご自由にご記入ください。
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議題：

グループ参加者

セッションリーダー：

セッション参加者名：

人数：計 名

話し合った内容

結論：『 』

こうしたいというアクションプランの候補，または全体で検討してほしいこと，
皆さんへの投げかけ


